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国際シンポジウム紹介
材料施工委員会 RILEM小委員会　


　本年9月にRILEM （国際材料構造試験研究機関連合）の総会と国際シンポジウムが日本で開催される。国際シンポジウム名は『RILEM持続可能な開発のための環境共生建設材料･システム国際会議 （ECM2004）』で9月6、 7日の両日に日本大学工学部（福島県郡山市）で開催される。RILEMは建設材料･構造に関する各国の第一人者の集まりであり、今までTC （技術委員会）で検討された事項はISOなどに反映されている。

　今回のシンポジウムは、TC192-ECM（環境共生建設材料･システム、座長：樫野紀元･前橋工科大学教授）とTC194-TDP （光触媒、座長：大濱嘉彦･日本大学教授）の共催で実施される。　発表分野は次の五つである。

　･廃棄物のリサイクル

　･持続可能な材料および建築物の製造

　･酸化チタン光触媒の応用

　･環境負荷低減材料

　･環境アセスメント

　現在、多くの論文は査読中であるが『廃棄物のリサイクル』に分類される分野への応募が26編と最も多い。今月から順次、上記5分野の補足説明を行う。
酸化チタン光触媒の応用
　『酸化チタン光触媒』の原理は、1967年に日本人化学者･藤島昭および本多健一により発見された。その応用技術でも日本が先導的役割を果たしてきた。今回のシンポジウムでの『酸化チタン光触媒の応用』に関する応募論文は、日本からは2編、ドイツ、イタリア、ベルギーのヨーロッパ各国から6編である。それらは、

　①セルフクリーニング（自己浄化）建設材料の開発と将来的可能性、

　②NOX等対策としての大気浄化建設材料の開発

に関する技術分野である。

　本誌2003年4月号に大濱委員がRILEM TC-TDPを紹介している。そこに『酸化チタン光触媒』についても述べられており参照されたい。

　その原理は、アナターゼ型の酸化チタンをはじめ、いくつかの材料では光触媒作用を持つ半導体の性質を示すことによる。これらに太陽や蛍光灯などに含まれる紫外光が当ると、その表面で強力な酸化力を持つ「活性酸素種」とよばれるOHラジカルやO2マイナスが発生し、表面近傍の有機化合物、細菌、NOXガスなど有害物質が分解除去される作用がある。この原理により大気や水の汚染物質の分解や、室内空気の清浄など環境浄化製品が開発されている。建設分野においても、セルフクリーニング（自己浄化）効果、大気浄化効果および抗菌効果の応用に関心が高まり、例えば、大気浄化用道路舗装材、道路遮音壁、防汚外壁など多方面の応用製品がある。

　RILEMでは、建設分野での環境負荷低減技術として、酸化チタンの光触媒作用に注目し、2001年にTC-TDPを設置した。今回の国際会議もその一環として行われる。

　以上、RILEM国際シンポジウムの一テーマである『酸化チタン光触媒の応用』について述べた。シンポジウムの詳細は、本誌p.87を参照。

　最後に余談になるが、一昨年9月、藤島教授の光触媒に関する講演会を聴いた時「インターネットで光触媒を検索すると、貴乃花まで多くないが、かなり多くの件数があった」とお話があった。本年2月私が検索したら107、000件あり、貴乃花を越え、松井秀喜の66、100件をはるかに凌いでいた。このことは「光触媒」が国際会議や学会などの学術分野のみならず、もうすでに一般社会の関心ごとになっているのではないだろうか。
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